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（原図の出典：DOI:10.1111/jcmm.12412 ）

マウスにがん細胞を移植し、MTBITCを投与した結果

大根から抗がん成分を得るには、
おろしてから5分後に食べる

グルコラファサチン

グルコラファサチン
＜細胞質中＞

　　+
ミロシナーゼ
＜液胞中＞

MTBITC（4-メチルチオ-3-ブテニル
イソチオシアネート）（別名：ラファ
サチン）が生成する。

約5分

<作成：stnv基礎医学研究室>

比較的速やかに、TPMT（ 2-〔( 2-thioxopyrrolidin
-3-ylidene-）methyl〕-tryptophan)という、辛くなくて、
黄色い色素成分へと変化してしまう。


